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10
そに

2014
（平成26年）

■小中学校村民合同体育大会
　秋晴れの下、小中学校合同体育大会に
村民がオープン参加することになり、9月
13日（土）曽爾中学校にて小中学校村民
合同体育大会が開催されました。
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第
13
回
曽
爾
保
育
園
運
動
会
が
９
月
27
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
和
太
鼓
演
奏
か
ら
始
ま

り
、
か
け
っ
こ
、
競
技
や
遊
戯
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
村
民
の
み
な
さ
ま
の
暖
か
い
ご
声

援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

む
ら
の

む
ら
の
話
題
話
題

４、５歳児クラスのお友だちによる組立体操です。

これから始まる運動会にわくわくドキドキ。

０、１歳児クラス
のお友だちの遊
戯です。
うさぎになってか
わいい踊りを見
せてくれました。

子どもたちの力強い太鼓の音が広い体育館に
響き渡りました。

３、４歳児クラスのお友だちの遊戯です。ポンポンを持って子
どもたちの大好きなドラえもんの歌に合わせて踊りました。

子どもたちが動物のお面をつけておじいちゃんとお
ばあちゃんとボールを運びます。

２歳児クラスのお友だちの遊戯です。広い体育館
いっぱいに元気に踊ってくれました。

かわいらしいのびのびクラスのお友だちの遊戯で
す。

最後は、みんなでフォークダンスを踊りました。

第
13
回
曽
爾
保
育
園

運
動
会

＜和太鼓演奏＞

＜開会式＞

＜レットイットゴー＞

＜夢をかなえてドラえもん！＞

＜ジャングル＞

＜たいこたいこどんどん！＞

＜アンパンマンマーチ＞

＜フォーチュンクッキー＞

＜ぴょんたく～ん＞
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今
年
は
初
め
て
、
村
民
も
交
え
て

の
体
育
大
会
が
９
月
13
日
（
土
）
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
す
が
す

が
し
い
秋
晴
れ
の
も
と
、
曽
爾
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
会
場
に
は
小
中
58
名
の

子
ど
も
た
ち
に一
般
の
方
々
も
加
え
、

大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
玉
入
れ
、
綱

引
き
、
大
縄
跳
び
の
３
種
目
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。

（
曽
爾
小
・
中
学
校
）

　

今
後
の
体
育
協
会
事
業
に
も
、
村

民
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
よ
り一層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
11
月
３
日
（
月
）
秋
に
親
し

む
歩
こ
う
会
、
11
月
９
日
（
日
）
村

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
そ
し
て
12

月
７
日
（
日
）
郡
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
曽
爾
村
体
育
協
会
）

　
８
月
22
日
（
金
）
～
24
日
（
日
）
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
バ
リ
島
サ
ヌ
ー
ル
の
イ
ナ
・

グ
ラ
ン
ド
・
バ
リ
・
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
に

て
第
２
回
ア
ジ
ア
未
来
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
ア
ジ
ア
を

繋
ぐ
ア
ー
ト
」
に
曽
爾
の
獅
子
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
、
午
後
６
時
か
ら
ビ
ー
チ

に
続
く
ホ
テ
ル
の
庭
で
開
催
さ
れ
た
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
曽
爾
の
獅
子
舞

と
バ
リ
島
の
バ
ロ
ン
ダ
ン
ス
と
の
画
期

的
な
競
演
が
実
現
し
、
４
０
０
名
の
参

加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
プ
ラ
ザ
・
ス

ナ
ヤ
ン
に
て
曽
爾
の
獅
子
舞
が
披
露
さ

れ
、
買
い
物
客
な
ど
約
４
０
０
人
が
集

ま
り
盛
大
な
歓
声
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
伊
賀
見
奉
舞
会
の
皆
様
に
は
、
初
め

て
の
海
外
公
演
で
、
曽
爾
の
獅
子
舞
を

上
演
し
、
ま
た
曽
爾
村
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉
舞
会
の
皆

様
に
は
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
８
回　

曽
爾
小
中
学
校
村
民
合
同
体
育
大
会

合
同
テ
ー
マ 

「
思
い
を
一
つ
に　

燃
え
ろ　

そ
に
っ
こ
」

小中合同競技「ナイスキャッチ」

小中合同競技「デカパンで GO!」
中学校全校生徒による創作ダンス 村民一般競技「大縄飛び」

みんなで香落音頭♪ 中学校音楽部と小学校の鼓隊＆ダンス

伊賀見奉舞会の皆様とバリ島バロンダンスの皆様
曽爾の獅子舞とバリ島の
バロンダンスとの競演

ジャカルタのプラザ・スナヤ
ンにて曽爾の獅子舞披露

「
曽
爾
の
獅
子
舞
（
伊
賀
見
奉
舞
会
）」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
演
を
終
え
て
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冨澤　泰次さん
（山　粕)

・お寿司、酢の物
・畑仕事をするこ

と、釣り

大石　定子さん
（小長尾)

・家でできた野菜、
何でも食べる

・野菜づくり、かごの
車で散歩すること

島田ミサエさん
（　葛　)

・好き嫌いなし、何
でも食べる

・規則正しい生活、
毎日、新聞を読む
こと

井本　眞藏さん
（伊賀見)

・好き嫌いなし、何
でも食べる

・菜園づくりをして
体を動かすこと

東口ミツ子さん
（山　粕）

・エビ、タコ
・よく歩くこと、

カラオケ

大向　キヌさん
(小長尾)

・果物、うなぎ、お
寿司、お好み焼き

・小さい事にいつまでも
くよくよしないで前向
きに物事を考える　簡
単な指体操や編み物

土肥勇吉郎さん
（　葛　)

・お肉、お魚、果物
・ゴルフをして体を

動かすこと、囲碁

橋詰つるゑさん
（伊賀見)

・お肉、豆類
・一日三度の食事

とよく動くこと

平畠勇次郎さん
(　掛　)

・お魚、お肉、お酒
・好き嫌いなしに一

日三度の食事と
体を動くこと、毎
日階段の上り下り
をしている

田合　照代さん
（今　井)

・お魚、甘い物
・少しでもかごの車

を押して散歩する
こと

萩原　香世さん
（　葛　)

・好き嫌いなし、何
でも食べる

・自分の体に合わせ
て畑仕事をするこ
と、間食しない、ディ
サービスに行くこと

山浦ツタヱさん
（伊賀見)

・野菜、煮物、納豆
・自分のことは自分

でしている、ゲー
トボールをしてい
る、毎日の散歩

小阪マスエさん
（長　野)

・野菜、果物
・花づくり、野菜づ

くりをすること

太田ハルヨさん
（塩　井)

・お魚、果物
・自分のことは自分

でしていること、
菜園づくり

岩阪　富雄さん
(太良路)

・お寿司、まんじゅ
う、果物

・毎日新聞を読むこ
と、体を動かすこと

野辺　キヨさん
（長　野)

・お寿司、酢の物
・毎日、日記を書く

こと、人とのふれ
あいを持つこと、
新聞に目を通すこ
と、適度な運動

西上　タキさん
（塩　井)

・お肉、ちらし寿司
・畑仕事をして体を

動かすこと

岩阪　　周さん
(太良路)

・お肉、野菜、お酒
・心と体の健康があり

健康のバランスが大
事、ふれあい交流も大
事なこと、菜園づくり

井上　正信さん
（小長尾)

・甘い物、里芋
・畑仕事をして体を

自由に動かすこと

佐伯　清松さん
(　葛　)

・甘い物、何でも食
べる

・野菜づくり、散歩
をすること

細谷コフサさん
（太良路)

・ お肉 、お 好 み 焼
き、卵焼き

・好き嫌いなしで何
でも食べること

最高齢者
本村最高齢者の
備後クラさんは
10月で１０９歳！

米寿88歳ひとことコメント

　

森
本
ナ
ヲ
エ
さ
ん
が
、め
で
た
く

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
24
日（
水
）午
前
９
時
か
ら
、森
本
ナ
ヲ
エ

さ
ん
宅
へ
、ご
長
寿
の
お
祝
い
に
芝
田
村
長
が
訪

問
し
ま
し
た
。

　

新
１
０
０
歳
の
お
祝
い
に
は
、内
閣
総
理
大
臣・

奈
良
県
知
事・曽
爾
村
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　長年社会のために尽くしてこられた高齢者に対
し長寿を祝うため、９月９日、10日の２日間、村内の
最高齢者・米寿者を芝田村長が訪問しました。
　これからもお元気でいてくださいね！

祝  長寿・米寿

森本ナヲエさん（塩井）

祝 長寿・新１００歳
１００歳おめでとうございます

本人の希望に
より掲載して
いません

　曽爾村で米寿を迎えられる（大正15年１月１
日～昭和元年12月31日生まれ)方々に好きな食
べ物、長寿の秘訣などについてお尋ねしました
のでご紹介します。
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９
月
26
日(
金)

午
後
１
時
か
ら
、

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
本
村

の
戦
没
者
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
戦
没
者
追
悼
式
が
、曽
爾

村
振
興
セ
ン
タ
ー
で
厳
粛
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、芝
田
村
長
が「
今
日

の
平
和
と
繁
栄
は
、多
く
の
尊
い
犠

牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。戦
没
者
の
尊

い
犠
牲
を
深
く
心
に
刻
み
、命
の
尊

さ
、平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
が
、現
在
に
生
き
る
私
た

　

平
成
18
年
度
か
ら
数
え
て
第
９

回
目
と
な
る「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル 

in 

曽
爾
」（
８
月
27
～
30
日
）が
、曽
爾

中
学
校
・
曽
爾
小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、曽
爾
村

と
奈
良
教
育
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
も
の
で
、今
年
も
大
学
の
教
職
員

（
13
名
）、学
生（
27
名
）が
来
校
し
、

児
童・生
徒
へ
の
学
習
指
導
や
理
科

や
算
数・数
学
の
実
習
や
実
験
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、小
学
校

で
は
今
年
度
か
ら
、家
庭
科（
生
活

科
）の
体
験
も
加
わ
る
な
ど
、学
習

す
る
教
科
の
種
類
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
、御
杖
小
中
学
校
も

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
お
り
、曽
爾

小
中
学
校
の
児
童・生
徒
と
と
も
に

意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

参
加
し
た
曽
爾
小
学
校
児
童
の

一人
は
、「
顕
微
鏡
を
使
う
と
、目
に

　

９
月
12
日

（
金
）
大
阪
府

吹
田
市
文
化
会

館
（
メ
イ
シ
ア

タ
ー
）
で
開
催
さ

れ
た
平
成
26
年
度

近
畿
地
区
社
会
教

育
研
究
大
会
分
科

会
で
、
曽
爾
村
教
育
委
員
会
：
谷

口
勝
昭
主
任
が
、
「
地
域
、
学
校

と
共
に
守
る
伝
統
文
化
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。　

　
曽
爾
村
の
紹
介
や
曽
爾
小
学
校

の
「
ふ
る
さ
と
塾
」
「
香
落
音
頭

の
継
承
」
、
曽
爾
中
学
校
の
「
ふ

る
さ
と
タ
イ
ム
（
芸
能
・
物
産
・

自
然
）
」
な
ど
の
取
組
、
そ
し
て

「
地
域
で
守
る
曽
爾
の
獅
子
舞
」

ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
な
責
務
で

す
。」と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

を
メ
イ
ン
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

近
畿
各
地
か
ら
全
体
会
に

８
５
０
名
、
曽
爾
村
が
発
表
し
た

分
科
会
に
は
約
２
５
０
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
分
科
会
で
は

多
く
の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、

地
域
で
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て

い
る
獅
子
舞
や
小
中
学
校
の
取
組

に
、
会
場
か
ら
高
い
評
価
の
声
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
び
っ
く
り

し
た
。サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
理
科
が

も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
。」と
笑
顔
で

語
り
ま
し
た
。　
な
お
、曽
爾
中
学

校
で
は
、来
年
３
月
初
め
に
、「
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル 

in 

曽
爾
」も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
列
し
た
遺
家
族
及
び
関
係
者

な
ど
、１
０
８
人
が
ご
英
霊
に
静
か

に
手
を
合
わ
せ
て
哀
悼
の
意
を
表

し
、恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

曽
爾
村
戦
没
者
追
悼
式

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

  

２
０
１
４ 

in 

曽
爾
」
開
催
!!

平
成
26
年
度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会

  

大
阪
大
会
で
曽
爾
村
が
発
表

中学生「鶏の解剖」

小学生「曽爾川の水生生物」



6

　
平
成
26
第
３
回
曽
爾
村
議
会
定
例

会
は
、
９
月
11
日
か
ら
同
月
22
日
ま

で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
22

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

□
曽
爾
村
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

 

・
道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
の一部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
占
用
料

等
が
、
約
３
割
減
額
、
金
額
で

14
万
７
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

□
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
規
約
の一部

を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

 

・
桜
井
市
倉
橋
の
事
務
所
が
桜
井

市
初
瀬
に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村一般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
２
３
，
９
９
８
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
１
，
７
６
５
，
０
９
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
職
員
の
退
職
等

に
よ
る
人
件
費
減
額
補
正
、
火

葬
場
ト
イ
レ
改
修
費
用
の
増
額
補

正
、
国
民
番
号
法
シ
ス
テ
ム
構
築

業
務
委
託
事
業
の
財
源
補
正
、
公

債
費
元
利
償
還
金
の
減
額
補
正
な

ど
で
す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
４
０
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ

ぞ
れ
２
２
３
，
３
０
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
簡
易
水
道
事
業

再
編
事
業
に
伴
う
、
公
有
財
産
購

入
費
の
増
額
補
正
に
よ
る
も
の
で

す
。

□
平
成
26
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
１
６
千

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
３
３
，

５
８
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
支
払
基
金
介
護

給
付
費
交
付
金
前
年
度
精
算
に
よ

り
返
還
金
が
発
生
し
た
た
め
増
額

補
正
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
歳
入
歳
出
決

算
６
会
計
（一般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
、
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
）
の
認
定
。
平
成
25
年
度

宇
陀
広
域
消
防
組
合
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
。

 

・
森
澤
喜
代
次
代
表
監
査
委
員
の
監

査
報
告
の
後
、
議
会
常
任
委
員
会

（
予
算
決
算
委
員
会
田
合
佐
智
夫

委
員
長
）
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
山
浦
康
二
氏
の
教
育
委
員
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

○
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係
る
周

知
、
労
働
災
害
認
定
基
準
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

  

条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定
、

同
意
案
件
な
ど
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
、
認
定
、
同
意
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

■
田
合
佐
智
夫
議
員

問
い

①
室
生
と
山
粕
を
通
る
伊
勢
本
街
道

に
お
い
て
災
害
に
よ
り
路
肩
が
崩
落
し

て
い
る
箇
所
が
存
在
し
て
お
り
、
国

や
県
の
補
助
事
業
で
補
修
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
補
助
採
択
が
な
け
れ
ば

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
採
択
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
曽
爾
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
支
援
す
る
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
は
ど
う
か
。
ま
た
、
曽

爾
村
地
域
福
祉
計
画
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
対
す
る
支
援
施
策
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
育
成
と

支
援
につい
て
ど
の
よ
う
に
関
わって
き

た
の
か
。

③
住
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
、
ま
た
、
患
者
の
方
の
身
体

的
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
、
国
保
財

政
の
安
定
化
の
た
め
に
も
糖
尿
病
の

重
篤
化
予
防
事
業
の
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

や
患
者
の
現
状
な
ど
、
そ
の
所
見
につ

い
て
伺
う
。

答
弁  （
芝
田
村
長
）

■
補
正
予
算

■
決
算
認
定

主
な
議
案
と
審
議
結
果

■
条　
例　
等

■
同　
意

■
意
見
書
の
採
択

■
審
議
結
果

一
般
質
問

 （
発
言
順
）

７
番　
田
合
佐
智
夫 

議
員

４
番　
木
治　
正
人 

議
員

 

問
い

議
会
だ
よ
り

 

答
弁
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①
７
月
に
宇
陀
市
と
の
境
界
か
ら
山

粕
国
道
３
６
９
号
線
の
間
の
伊
勢
本

街
道
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
台
風
や

豪
雨
で
荒
れ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
県
等
の
補
助
金

を
活
用
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
補
助
事
業
採
択
ま
で

の
間
は
、
地
権
者
と
も
相
談
し
な
が

ら
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
を
し
ま

す
。

②
曽
爾
村
地
域
福
祉
計
画
に
則
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
積
極
的
に
連
携

し
て
、
村
と
し
て
も
連
絡
を
密
に
し
な

が
ら
活
動
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

③
糖
尿
病
の
重
病
化
予
防
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
保
連
合
会
の
支
援
を

得
て
、「
ス
ト
ッ
プ
ザ
糖
尿
病
作
戦
」

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
検
診
受
診

率
の
向
上
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
事
後

指
導
率
の
向
上
、
医
療
費
の
適
正
化

を
目
標
に
、
保
険
推
進
委
員
や
食
生

活
改
善
推
進
委
員
等
関
係
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
保
健
指
導
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
特
定
検
診
結
果

か
ら
重
症
化
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
、

治
療
干
渉
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
な
ど

し
て
、
効
果
の
あ
る
保
健
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

答
弁  （
宇
山
教
育
次
長
）

①
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
史
跡
等
登

録
記
念
物
保
存
整
備
費
国
庫
補
助
事

業
の
採
択
を
目
指
し
て
、
平
成
２
７

年
度
に
補
助
申
請
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

採
択
が
な
かった
場
合
に
も
、
他
の
有

利
な
事
業
が
な
い
か
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁  （
仲
子
住
民
生
活
課
長
）

③
糖
尿
病
予
備
軍
と
言
わ
れ
る
方
は
、

約
１
１
０
名
。治
療
中
の
方
は
、42
名
。

う
ち
、
透
析
治
療
が
必
要
な
方
は
５

名
で
す
。

■
木
治
正
人
議
員

問
い

①
村
長
の
選
挙
公
約
に
、
国
の
交
付

金
の
よ
う
な
制
度
を
創
設
し
大
字
に

補
助
金
を
交
付
し
た
い
と
あ
る
が
、

河
川
清
掃
補
助
金
の
総
額
を
旧
来
の

１
０
０
万
円
に
復
活
さ
せ
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
そ
の
制
度
設
計
の
進
捗

は
ど
う
か
。

②
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
公
民
館
や

集
落
セ
ン
タ
ー
以
外
の
避
難
場
所
の

点
検
や
整
備
の
進
め
方
、
ま
た
、
上

流
域
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
増
水

時
に
お
い
て
観
光
客
への
避
難
通
報
に

つい
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

③
獅
子
舞
に
代
表
さ
れ
る
郷
土
芸
能

の
継
承
が
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
。
今
後
も
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁  （
芝
田
村
長
）

①
毎
年
度
に
お
け
る
大
字
会
計
の
決

算
を
参
考
と
し
て
、
各
大
字
へ
の
交

付
金
制
度
を
創
設
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
河
川
清
掃
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
で
お
願
い
し
た

い
が
、
人
口
が
減
少
す
る
事
を
踏
ま

え
、
交
付
金
制
度
を
設
計
す
る
上
で
、

河
川
清
掃
補
助
金
を
ど
う
す
る
の
か

も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
危
機
管
理
体
制
につい
て
は
、
４
月

30
日
に
防
災
会
議
を
開
催
し
、
委
員

か
ら
防
災
計
画
につ
い
て
の
意
見
を
伺

い
、
修
正
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
累
計

雨
量
な
ど
具
体
的
な
数
値
に
基
づ
い

た
災
害
時
の
避
難
基
準
の
見
直
し
、

職
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
住
民
に
周

知
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
細
部

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
村

は
、
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
が
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
全

て
の
大
字
で
自
主
防
災
組
織
を
組
織

し
て
、
役
場
と
の
連
携
に
よ
り
人
的

被
害
の
軽
減
に
努
め
、
安
心
安
全
を

よ
り
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
河
川

増
水
時
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
皆
様
に
は
広
報
無
線
、
観
光
客
の

方
に
は
注
意
看
板
の
設
置
や
入
漁
券

販
売
者
に
協
力
を
要
請
し
、
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
上
流
域
で
の
急
な
増
水
時
に

は
、
広
報
車
で
観
光
客
に
注
意
喚
起

を
行
い
た
い
。

③
曽
爾
の
獅
子
舞
が
初
の
海
外
公
演

を
行
い
新
聞
等
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
獅
子
舞
を
通
じ
て
伝
統
文

化
の
す
ば
ら
し
さ
と
曽
爾
の
知
名
度

を
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
、

本
年
２
月
に
は
大
阪
で
民
俗
芸
能
と

農
村
生
活
を
考
え
る
会
の
公
演
に
出

演
い
た
だ
き
、
保
存
継
承
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
各
奉
舞
会
の
皆
様
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
文
化
遺
産
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
、

平
成
２
年
に
郷
土
芸
能
を
守
る
会
を

発
足
し
て
、
村
や
大
字
あ
げ
て
の
支

援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

答
弁  （
尾
上
教
育
長
）

③
各
奉
舞
会
で
は
後
継
者
の
育
成
に

努
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、年
々

会
員
が
高
齢
化
し
、
若
者
・
子
ど
も

が
減
って
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
子

ど
も
の
演
目
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
各
奉
舞
会

の
実
状
を
お
聞
き
し
、
会
員
募
集
や

伝
統
文
化
教
室
な
ど
で
対
応
し
て
い

き
た
い
で
す
。

 

問
い

 

答
弁

 

答
弁

 

答
弁

 

答
弁
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【
総
務
費
】

・
曽
爾
御
杖
行
政
一
部
事
務
組
合
負
担
金

・
庁
舎
耐
震
改
修
事
業

・
定
住
促
進
若
者
賃
貸
住
宅
整
備
事
業

【
民
生
費
】

・
敬
老
事
業

・
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業

・
地
域
子
育
て
支
援
事
業

・
人
権
啓
発
推
進
事
業

・
障
害
者
総
合
支
援
事
業

【
衛
生
費
】

・
東
宇
陀
環
境
衛
生
組
合
負
担
金

・
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
事
業

・
総
合
検
診

・
粗
大
ゴ
ミ
金
属
類
収
集
委
託
事
業

・
し
尿
収
集
運
搬
業
務
委
託
事
業

【
教
育
費
】

・
外
国
人
教
員
招
致
事
業

・
文
化
財
保
存
事
業

・
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
改
修
事
業

・
公
民
館
分
館
耐
震
改
修
事
業

　
平
成
25
年
度
決
算
が
８
月
の
決
算
監
査

を
経
て
、村
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
一般
会
計
は
２
億
２
，８
９
１
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。歳
出
決
算
額
を
平
成

26
年
３
月
末
日
現
在
の
人
口（
１
，６
８
３

人
）か
ら
計
算
す
る
と
、村
民一人
あ
た
り
に

つ
き
約
１
４
１
万
円
使
わ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、村
税
の
収
入
決
算
額
を
同

様
に
計
算
す
る
と
、村
民
一
人
あ
た
り
に
つ

き
約
７
万
円
納
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

地方交付税
11億8,424万円
（45.4％）

公債費
6億2,208万円
（26.2％）

 村債
2億9,093万円
（11.1％）

総務費
5億3,780万円
（22.6％）

民生費
3億286万円
（12.7％）

民生費
3億286万円
（12.7％）

土木費
2億2,843万円
（9.6％）

消防費 2億267万円
（8.5％）
消防費 2億267万円
（8.5％）

農林商工費　1億9,724万円（8.3％）

教育費　1億3,747万円（5.8％）
衛生費　1億175万円（4.3％）
議会費  3,924万円（1.6％）
災害復旧費  863万円（0.4％）

県支出金　2億2,118万円（8.5％）

国庫支出金　1億8,694万円（7.2％）

その他　5,062万円（1.9％）
内訳
　地方譲与税　　　　　　 2,404万円
　地方消費税交付金　　　 1,538万円
　自動車取得税交付金　　　 719万円
　株式等譲渡所得割交付金　 173万円
　配当割交付金　　　　　　 106万円
　交通安全対策特別交付金　　59万円
　利子割交付金　　　　　　　51万円
　地方特例交付金　　　　　　12万円

その他　8,640万円（3.3％）
　諸収入　　　　　　6,503万円
　使用料及び手数料　1,353万円
　分担金及び負担金　　460万円
　寄付金　　　　　　　131万円
　財産収入　　　　　　193万円

繰越金　2億4,632万円（9.5％）

繰入金　2億1,336万円（8.2％）

村税　1億2,709万円（4.9％）

依存財源
74.1%

自主財源
25.9%

▲太良路若者住宅

平成25年度決算

●
主
な
事
業

●
一
般
会
計

歳入　２６億７０８万円
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【
農
林
商
工
費
】

・
地
籍
調
査
事
業

・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
事
業

・
施
業
放
置
林
整
備
事
業

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

・
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

・
屏
風
岩
公
苑
公
衆
ト
イ
レ
整
備
事
業

【
土
木
費
】

・
除
雪
車
購
入
事
業

・
室
生
曽
爾
線
改
良
事
業

・
橋
梁
長
寿
命
化
改
修
事
業

【
消
防
費
】

・
宇
陀
広
域
消
防
組
合
負
担
金

・
林
野
火
災
用
活
動
拠
点
広
場
整
備
事
業

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
入
替
事
業

【
災
害
復
旧
費
】

・
農
業
用
施
設

　
災
害
復
旧
事
業

・
道
路
災
害
復
旧

　
事
業

会計名

一　　　般
２６億
　７０８万円

２３億
７,８１７万円

２億
２,８９１万円

国民健康保険
（事業勘定）

２億
５,３５５万円

２億
５,０８１万円 　２７４万円

国民健康保険
（直診勘定）

１億
３,４８５万円

１億
５,７２７万円

▲
２,２４２万円

簡易水道事業
２億
　７１８万円

２億
　６１６万円 　１０２万円

住宅新築資金
等貸付事業

１,１９７万円
１億
２,５７２万円

▲１億
１,３７５万円

介護保険
２億
４,０９５万円

２億
４,１５２万円 ▲  ５７万円

後期高齢者
医療

２,８９５万円 ２,８９４万円 　　 １万円

合　　　計
３４億
８,４５３万円

３３億
８,８５９万円 ９,５９４万円

歳　入 歳　出 差引額

財産の種類

（基金の内訳）　　※貸付金含む

３,７３４,１４３㎡
３４,５９３㎡
５４万円

２,５４１万円
８００万円

１１億６,４５４万円

平成25年度末現在高

基金の種類 平成25年度末現在高

土 　 　 地
建 　 　 物
有 価 証 券
出 資 証 券
土 地 開 発 公 社 貸 付 金
基 　 　 金

６億７,７５５万円
８万円
７７万円

１億７,２９２万円
１,０２９万円

１億１,５４２万円
１億３７５万円

５４万円
４,０３４万円
２,８６４万円
１,４２４万円

財 政 調 整 基 金
学 校 校 舎 改 修 基 金
減 債 基 金
ふ る さ と 創 生 事 業 基 金
ふるさと水と土保全基金
地 域 振 興 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
ふるさと曽爾村元気推進基金
国 保 財 政 調 整 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
観 光 施 設 等 整 備 基 金

地方交付税
11億8,424万円
（45.4％）

公債費
6億2,208万円
（26.2％）

 村債
2億9,093万円
（11.1％）

総務費
5億3,780万円
（22.6％）

民生費
3億286万円
（12.7％）

民生費
3億286万円
（12.7％）

土木費
2億2,843万円
（9.6％）

消防費 2億267万円
（8.5％）
消防費 2億267万円
（8.5％）

農林商工費　1億9,724万円（8.3％）

教育費　1億3,747万円（5.8％）
衛生費　1億175万円（4.3％）
議会費  3,924万円（1.6％）
災害復旧費  863万円（0.4％）

県支出金　2億2,118万円（8.5％）

国庫支出金　1億8,694万円（7.2％）

その他　5,062万円（1.9％）
内訳
　地方譲与税　　　　　　 2,404万円
　地方消費税交付金　　　 1,538万円
　自動車取得税交付金　　　 719万円
　株式等譲渡所得割交付金　 173万円
　配当割交付金　　　　　　 106万円
　交通安全対策特別交付金　　59万円
　利子割交付金　　　　　　　51万円
　地方特例交付金　　　　　　12万円

その他　8,640万円（3.3％）
　諸収入　　　　　　6,503万円
　使用料及び手数料　1,353万円
　分担金及び負担金　　460万円
　寄付金　　　　　　　131万円
　財産収入　　　　　　193万円

繰越金　2億4,632万円（9.5％）

繰入金　2億1,336万円（8.2％）

村税　1億2,709万円（4.9％）

依存財源
74.1%

自主財源
25.9%

歳出　２３億７，８１７万円
●特別会計

●財産の状況

▲室生曽爾線・公衆トイレ
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平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について公表します
　この財政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）は、地方公共団体の財政が悪化した場合早期に健全化
することを目的に、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき設けられたものです。 
　本村の数値は、どの財政指標においても早期健全化基準を下回り、財政の健全性を示しております。引き続
き、税収増を図るとともに、行財政改革に積極的に取り組み、健全な財政運営に努めてまいります。 

【地方公共団体の財政の健全化に関する法律の概要】
 
　この法律は、地方公共団体における財政の健全性に関する比率の公表制度を設け、当該比率に応じて地方
公共団体が財政の早期健全化及び財政の再生並びに公営企業の経営の健全化を図るための計画を策定する
制度を定めるとともに、当該計画の実施の促進を図るための行財政上の措置を講ずることにより、地方公共団
体の財政の健全化に資することを目的として制定されました。

この法律では、 以下のようなことが定められています。
⑴ 毎年度、健全化判断比率（①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率④将来負担比率）を

監査委員の審査に付した上で、議会に報告し、公表することとされています。
⑵ 財政の早期健全化や財政の再生のため、健全化判断比率の値が一定の基準以上の場合には、財政の状

況が悪化した要因の分析結果を踏まえ、財政健全化計画や財政再生計画を策定し、財政の早期健全化に
努めることになります。 

　『早期健全化基準を超えた場合』
　　  健全化判断比率である４つの比率のうち一つでも早期健全化基準を超えた場合、「早期健全化団体」

となり、財政健全化計画を策定し、議会で議決を得た後、ただちに住民に公表するとともに、知事に報告し
なければなりません。 

　『財政再生基準を超えた場合』 
　　  将来負担比率を除く３つの比率のうち一つでも財政再生基準以上になった場合、「財政再生団体」とな

り、財政再生計画を策定し議会の議決を得て、総務大臣に同意を求めます。同意を得ていないときは、災
害復旧事業等を除き地方債の発行ができなくなります。事実上、国の管理の下、財政の再生に取り組むこ
とになります。 

⑶ その他、財政健全化計画等の策定の場合には、外部監査を求めなければならないこととされています。 
⑷ 公営企業についても、毎年、公営企業ごとに資金不足比率を監査委員の審査に付した上で、議会に報告

し公表することとなり、一定基準以上の場合には、経営健全化計画を定めなければならないことになりま
す。 

○健全化判断比率

○資金不足比率

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

－
－
14.5
－

曽爾村の数値
15.0
20.0
25.0
350.0

曽爾村の数値
20.0
40.0
35.0

曽爾村の数値
（単位：％）

（単位：％）

簡易水道事業特別会計

※資金不足とならない場合は、「－」の表記となります。

※「実質赤字比率」及び「連結実質赤字比率」は、黒字の場合「－」の表記となります。

－
資金不足比率公営企業会計の名称

20.0
経営健全化基準
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● 教育委員長
　　山浦　康二（再任）

● 委員長職務代理者
　　土肥　和久

● 教育委員
　　松井　幸也

● 教育委員
　　井作　　謙

● 教育長
　　尾上　清男

●アトラクション
　★開会式
　★オープニング園児演技
　★フラダンス
　★中学生吹奏楽
　★和太鼓
　★トーク＆コンサート
　★人権啓発パネル展

●お楽しみ
　★金魚すくい
　★フリーマーケット
　★地元特産品販売（靴下）

エスペランサ
『感動のトーク＆コンサート』

夢をあきらめないで生きていくことって

●と　き…10月25日㈯ 10:00〜15:30
●ところ…広陵中央公民館及び周辺

主催 奈良地方法務局・奈良県・市町村・奈良県人権擁護委員会連合会（奈良県人権啓発活動ネットワーク協議会）
なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局　☎ 0742-27-8719

模擬店も物産展もフリーマーケットもたくさん出店します。
出会い・ふれあい・語り合い 全員集合!!

 教育委員会人事
（平成26年10月1日付）

※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください。
 （JR高田駅・近鉄大和高田駅と会場の間を、
　シャトルバスが運行します。）

入場無料
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国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
（
65

歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、満
額（
平

成
26
年
度
は
７
７
２
，
８
０
０
円
）

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

［
任
意
加
入
制
度
］
を
利
用
し
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

日
時　
11
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所　
桜
井
市
芝
運
動
公
園
運
動
場

（
桜
井
市
芝
）（
雨
天
の
場
合
は
、

大
宇
陀
体
育
館
） 

参
加
対
象
者　
圏
域
内
（
桜
井
市
・

宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
）
に

住
所
を
有
す
る
４
、５
歳
～
中
学
生

（
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
や
男
・
女

は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　
無
料

　私は、村が行っている健康いきいき教室に参加し、ゴム紐の運動を教わ
りました。

　それからは、毎日ゴム紐を使って腕を開いたり、閉じたりを朝・晩に２０回行い、体を動かしています。
　前までは、ひどい肩こりに悩まされていましたが、この運動を行うことでそれもなくなりました。運動をす
ることは良いことです。
　これからもこの運動を続けることで 1 日 1 日を元気に過ごせたらと思っています。
　　　　……………………………………………………………………………… 大字 山粕　稲森 重郎

毎月ひとりずつ健康に関する体験談を紹介します。みんなでつなぐ
「健康リレー」

vol.20

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
桜
井
年
金
事
務
所

（
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）

又
は
、
住
民
生
活
課
（
９
４-

２
１
０
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法　
封
書
に
よ
り
（
結
果
連

絡
用
「
官
製
は
が
き
」
同
封
）
の

う
え
、桜
井
宇
陀
広
域
連
合　
サッ

カ
ー
教
室
係
ま
で
。
参
加
申
込
書

及
び
参
加
承
諾
書
は
、　
Ｈ
．
Ｐ
．

か
ら
ダ
ウ
ンロ
ー
ド
可
。

締
切　
11
月
７
日
（
金
）（
先
着
順

１
０
０
名
）

※
詳
し
く
は
、
〒
６
３
３-

０
０
２
１

　
桜
井
市
大
字
倉
橋
２
１
１
６-

２

　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

　
サッ
カ
ー
教
室
係
へ

　
☎
０
７
４
４-

４
４

　
　

-

１
４
４
４

詳しくは、自衛隊天理募集案内所まで　☎０７４３-６３-２５４０
　ホームページ  http://www.mod.go.jp/pco/nara　E-mail  hq1-nara@pco.mod.go.jp

「高等工科学校生徒」募集案内
資　　格 受　付　期　間 試　験　日

27年1月10日～12日（内1日）推薦　11月1日～12月5日
１次　27年1月24日
２次　27年2月5日～8日一般　11月1日～27年1月9日

中卒（見込含）
17歳未満の男子

あ
な
た
も
国
民
年

金
を
増
や
し
ま
せ

ん
か
？

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔｏ
ｔｏ
）
助
成

事
業
・
桜
井
宇
陀
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催

に
つ
い
て（
桜
井
会
場
）
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１  

新（
増
）築
家
屋
の
課
税
に
つ
い
て

　
家
屋（
建
物
）を
新
築・増
築
す
る

と
、そ
の
家
屋（
建
物
）の
１
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
対
し
て
翌
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。こ
の
税

額
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、家
屋
調
査

を
し
て
家
屋
の
評
価
額
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
曽
爾
村
で
は
、毎
年
10
月
か
ら
11
月

ま
で
に
こ
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
新（
増
）築
家
屋
の
所
有
者
の
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
家
屋
調
査

　
建
物
を
新
築・増
築
し
た
場
合
、あ

ら
か
じ
め
調
査
依
頼
文
書
を
送
付
の

う
え
電
話
連
絡
等
に
よ
り
日
程
調
整

後
、税
務
課
職
員
が
家
屋
調
査
に
伺

い
、間
取
り
、内
部
仕
上
げ
、外
部
仕

上
げ
、建
築
設
備
及
び
そ
の
他
工
事
を

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
評
価
し
ま
す
。

●
家
屋
の
評
価
方
法

　
家
屋
評
価
で
は
、「
再
建
築
価
格
」

を
基
準
と
し
て
評
価
す
る
方
法
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
再
建
築
価
格
方
式
は
、評
価
対
象

の
家
屋（
建
物
）と
同
じ
も
の
を
、家
屋

評
価
の
時
点
に
お
い
て
、そ
の
場
所
に

再
度
新
築
し
た
場
合
必
要
と
さ
れ
る

建
築
費
を
基
礎
と
し
て
評
価
額
を
求

め
る
も
の
で
す
。こ
の
調
査
は
、総
務
省

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
全
国
統一の
固
定

資
産（
家
屋
）評
価
基
準
を
基
に
計
算

し
ま
す
の
で
実
際
の
家
屋
の
購
入
価

格
と
は
異
な
り
ま
す
。

２  
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　
こ
れ
ま
で
あった
建
物
を
取
り
壊
し

た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
建
物
を
取
り
壊

し
た
と
き
は
、税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
連
絡
が
な
い
場
合
は
取
壊
し
の
確

認
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、翌
年
も

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で「
取
壊
し
届
出
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
建
物
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る

た
め
に
今
ま
で
あっ
た
建
物
を
取
り
壊

し
た
場
合
、登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
は
、滅
失
の
登
記（
取
り
壊
し
の

登
記
）を
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合

は
、法
務
局
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、新

築
ま
た
は
増
改
築
の
評
価
の
際
に
取

り
壊
し
の
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。未
登
記
の
家
屋
につ
い
て
は
、家
屋

取
り
壊
し
の
届
け
出
が
な
い
と
現
地

確
認
が
で
き
ず
、翌
年
以
降
も
課
税
さ

れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
曽
爾
村
役
場
税

務
課
ま
で　
☎
94-

２
１
０
３

　
曽
爾
村
で
は
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
住
宅
の

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
『
既
存

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』
『
既
存

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
『
耐
震
診
断
』
に
つ
い
て
は
、
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。
村
で
は
無
料
で
実
施

し
、
耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
検

討
下
さ
い
。

【
事
業
概
要
】

１
『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

業
』

概
要
：
村
か
ら
耐
震
診
断
員
を
派
遣

し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

（
対
象
住
宅
）
※
以
下
の
要
件
を
全

て
満
た
す
こ
と　

①
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

居
住
し
て
い
る
木
造
住
宅
②
延

べ
床
面
積
概
ね
２
５
０
㎡
以
下

の
も
の
③
階
数
が
２
以
下
の
も

の
（
地
階
は
除
く
。
）

２
『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事

業
』

概
要
：
所
有
者
が
耐
震
診
断
を
受
け

た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

を
実
施
し
た
場
合
、
工
事
費
の

23
％
（
上
限
50
万
円
ま
で
）
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
但
し
改
修
工
事
費
が
50
万
円
以

下
の
場
合
は
補
助
金
の
交
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
対
象
住
宅
）
耐
震
診
断
を
受
け
た

木
造
住
宅

【
募
集
時
期
】

　
平
成
26
年
11
月
４
日
～
12
月
10
日

ま
で
受
付
を
致
し
ま
す
。
ま
た
、
予

算
の
範
囲
で
執
行
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前

に
必
要
な
手
続
き
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
施
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
下
記
窓
口
ま
で
ご
相

談
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
曽
爾
村
役
場
総

務
課　
☎
９
４-

２
１
０
１

固
定
資
産
税
に
お
け

る
家
屋
の
課
税
に
つ

い
て

平
成
26
年
度『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』

及
び『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』を
実
施

し
ま
す
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場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒634-8502  橿原市内膳町5-5-8  奈良県医師会各主催部会
　　　　☎0744（22）8502　FAX  0744（23）7796

目の健康相談

内科疾患に関する健康相談

精神科に関する健康相談

11月11日㈫
　午後2時～3時

11月20日㈭
　午後2時～3時

11月28日㈮
　午後3時～4時

相談日の種類

奈良県眼科医会

奈良県医師会内科部会

奈良県医師会精神神経科部会

主催する部会日　　時

予約不要

予約不要

予約必要

予約の必要

11月  奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

も
う
い
い
か
い

　
　
火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
ま
あ
だ
だ
よ

　
　
　
　
　（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
火
災
が
お
こ
り
や
す
い
季
節
を
迎

え
ま
す
。
今
年
上
半
期
に
は
、
宇
陀

市
、
宇
陀
郡
を
は
じ
め
奈
良
県
内
で

火
災
が
多
発
し
ま
し
た
。
火
の
取
扱

い
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
か
ら
命
を
守
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

●
平
成
26
年
防
火
ポ
ス
タ
ー
募
集
の

結
果

　
宇
陀
市
、
宇
陀
郡
の
小
学
４
年
生

を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
２
３
７

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
下
の

作
品
が
最
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
、
作
品
を
も
と

に
宇
陀
消
防
署
オ
リ
ジ

お気軽にお問い合せください

ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
村
内
の

各
自
治
会
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

お
問
い
合
せ　
奈
良
県
広
域
消
防
組

合
宇
陀
消
防
署　
予
防
課

　
☎
０
７
４
５
（
８
２
）
３
１
９
９

秋
季
火
災
予
防
運
動

回収日　11月19日㈬
※前日の18日㈫に集積場所に出してく

ださい。
集積場所
　山　粕　曽爾ふれあいセンター前
　　掛　　掛農業集会所
　長　野　長野公民館
　小長尾　小長尾公民館
　今　井　今井集落センター
　塩　井　塩井集落センター
　　葛　　葛集落センター
　太良路　太良路公民館
　伊賀見　伊賀見集落センター
品 目 　 蛍 光 灯 （ 丸 管 ） 、 蛍 光 灯 （ 直

管）、電球、乾電池、割れた蛍光灯と
電球、水銀体温計

出し方　集積場所に設置する専用の回
収ボックスへ、分別して出してくださ
い。

その他　業者の方は、自己責任により適
切に処理してください。

※自動車のバッテリーは回収できません。
問い合わせ先
　曽爾村役場住民課　☎ 94-2102

蛍光灯・電球・乾電池の
収集について

11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）ま
で

榛原小学校4年生
　菊池耕輔様の作品
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消費者窓口の開設
　曽爾村では宇陀市に業務を依頼して、宇陀市
役所内で消費者相談窓口を開設しています。
　振り込め詐欺や架空請求などの悪徳商法で
困っている方や借金などの多重債務でお悩みの
方は、専門相談員が相談に応じますので、お気
軽にご利用ください。
◎11月の日程
日時　5日㈬・10日㈪・17日㈪・26日㈬
　各開催日とも午後1時から午後4時まで（専
門相談員の都合で中止となる場合がありますの
で、相談場所へ行かれる際は、あらかじめお問
い合わせください。）
場所　宇陀市役所2階213会議室
その他　費用は無料で、秘密は厳守します。
相談内容に関しての連絡先
　宇陀市役所　商工観光課（82-2457）
　または曽爾村役場　総務課（94-2101）

〜曽爾村食生活改善推進員協議会〜

　私たち食生活改善推進員は「私達の健康は私達の手で！」をスローガンに食生活を通した健康づ
くりをすすめています。

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を

は
じ
め
と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権

に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
が
下
記
の
と
お
り
無

料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時　
11
月
17
日
（
月
）
か
ら
同
月

23
日
（
日
）

　
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
７
時
ま
で

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

対
象　
県
内
在
住
の
女
性

相
談
員　
奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
人
権
擁
護
委
員

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０-
０
７
０-

８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

全
国一斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

作り方

材料 4 人前

①鍋にＡのみりんと出し汁と醤油を入れて１煮立ちさせる。
②ナスはヘタとがくを取り、縦半分に切り斜めの切れ目を入れる。長さが４〜５㎝位に切って置

く。
③揚げ油を１７０℃に熱してナスの皮目を下にして入れて揚げ、ペーパータオルに軽くはさんで

油をとる。
④①で作ったつゆに③を入れて時々上下をかえして、さめたら冷蔵庫で冷やす。
⑤長芋は皮をむき、酢水に漬けてアクを除き、すりおろして塩を混ぜる。
⑥器に④のなすびを盛り、⑤の長芋のすりおろしをかけて、わさびを添える。

揚げなすの山かけ

なすび ……… 4本（320ｇ）
揚げ油 ………適宜
　  みりん……大１と２／３
Ａ　出し汁 … 1／2Ｃ
　  醤油 …… 大1と2／3

長芋 ………… ２００ｇ
酢水 ………… 適宜
塩 …………… 小1／4
おろしわさび… 適宜

  8 月 28 日の食生活改善推進員協議会定例会で高齢者の介護食の調理実習を行いました。その
時に、作った中で揚げなすの山かけについて今回は、紹介させていただきます。

食 生 活 改 善 レ シ ピ

１人前　125kcal
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善　　意　　銀　　行
橋詰　周さんより
　亡父　勇之助さんの生前のご厚情に対し
　金一封

辻村昭男さんより
　亡父　松本久雄さんの生前のご厚情に対し
　金一封

萩原　茂さんより
　亡母　且子さんの生前のご厚情に対し
　金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございます。

●曽爾小学校オープンスクール
　11月１日（土）
☆そにっこ祭～お店めぐり（９時10分～11時）
　於　曽爾小学校
☆毛利　衛さんの講演会に参加
　（13時～15時)
　演題 ～「皆既日食と宇宙」～
　於　宇陀市総合体育館

●曽爾中学校オープンスクール
　11月２日（日）

《午前》　☆授業参観（８時40分～）
《午後》　☆前半（12時50分～）
　　　　　＊わくわくＷＯＲＫ発表会（１・２年）
　　　　　＊進路説明会（３年）
　　　　☆後半
　　　　　＊英語のスピーチ、全校俳句会

10月号
平成26年10月15日発行

（通巻517号）

（平成26年10月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

謹んでお悔やみ申し上げます

ご結婚おめでとうございます
8月12日　　長　野　　　尾田　和也さん
　　　　　静岡県焼津市　小塚　結香さん

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊍
民　謡　第1・第3㊎
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍

人口1,650人
（−6）
男　767人
（−1）

女　883人
（−5）

世帯数691世帯
（−2）

みんなの広場

事　業　名 実施日 時  間 対象者 場所・内容等

11月  4日㈫ 13:30～
15:30

11月18日㈫ 10:00～
13:00

11月21日㈮ 10:00～
12:00

糖尿病教室①
血糖値が高
めの方、
またはその
家族

○場所：老人福祉センター
○内容：体組成計、簡易血糖値測
　定、内科医師による講義「糖尿
　病の予防と治療」

11月11日㈫ 10:40～
13:00中学生食育教室 中学生 ○場所：曽爾中学校

○内容：調理実習

糖尿病教室②
（食生活改善推進員
協議会定例会４回目）

血糖値が高
めの方、
またはその
家族

○場所：老人福祉センター
○内容：体組成計、簡易血糖値測
　定、理学療法士による運動療法、
　ヘルシー食の試食（試食代300円）
※動きやすい服装でお越し下さい。

乳幼児健康相談 未就学児と
保護者

○場所：子育て支援センター
○内容：育児相談、発達相談など
○スタッフ：保育士、保健師

ほけん事業予定表（11月）

出生おめでとうございます
8月28日　　太良路　　　中西　結

ゆ み
実ちゃん

　　　　　　　　　　　　（父  　実　さん）
　　　　　　　　　　　　（母  八千代さん）

9月  2日　伊賀見　  橋詰勇之助さん（88歳）
9月  5日　山　粕　  松本　久雄さん（87歳）
9月16日　伊賀見　  萩原　且子さん（86歳）
9月25日　伊賀見　  土屋　秀治さん（53歳）
9月30日　伊賀見　  東　　正躬さん（77歳）

月〜金曜日（祝祭日は休館）
　8時30分時〜17時15分
毎週土曜日　13時〜17時
※平日、図書室に職員がいませんので、教育委

員会事務局までお越しください。

おはなし会
○対象　乳幼児〜小学校２年生の親子
○日時　10月18日㈯　10時〜11時
○場所　子育て支援センター
※おはなし会案内につきましては、小学校、保

育園を通じて配布しています。詳細につきま
してはそちらをご覧ください。

中央公民館  図書室だより

オープンスクールのご案内
※ご近所お誘い合わせの上、ご都合のよい時間にふるってご参観ください。


